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　余弦定理から　　      ２

　　　　　　　　　　　 
  

 ･ ･

　　　　　　　　　　　 ･




　であるから　　 

　余弦定理から　　      

　　　　　　　　　　　    ･･

　　　　　　　　　　　･ 





　であるから　　 

　余弦定理から　　      

　　　　　　　　　　　    ･･

　　　　　　　　　　　･





　であるから　　

　余弦定理から　　      

　　　　　　　　　　　 
   

   ･   

　　　　　　　　　　　    ･




　　　　　　　　　　　  

　であるから　　 

　余弦定理により　　
  




 
 

 

･･  
３

　　　　　　　　　　　　　


･･  






　したがって　　

　余弦定理により　　
  




  

･･  

　　　　　　　　　　　　　


･･  





　したがって　　

　余弦定理により　　
  




 
 


 

･･  

　　　　　　　　　　　　　


･･  
 



　したがって　　

　余弦定理により　　
  




 


 


 

･･  

　　　　　　　　　　　　　


･･  


　したがって　　

余弦定理から　　      ４

よって　　      ･･

　　　　  ･




したがって　　  

これを解くと，    から　　，

　余弦定理により　　
  




 


 


 

･･  
５

　　　　　　　　　　　　　


･･  


　したがって　　

　　　　
  




 


 


 

･･  




･･  
 


　したがって　　

　よって　　    

　余弦定理により　　       
    ･ ･

　　　　　　　　　　　　 ･




　であるから　　 

　よって，△はの二等辺三角形であるから　　

　したがって　　    

　    

　正弦定理により　　



 


　よって　　  












　余弦定理により　　      

　　　　　　　　　　     
  ･･ 

　　　　　　　　　　   ･




　整理すると　　　  

　これを解くと　　

　であるから　　

解説


